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概 要

衝撃的な災害で活動した職員の中には、精神的ストレスを受ける者がいることが知られている。平成 7年に発生した

特異災害について、出場した職員が受けた心理的影響を調査し、検討を行った。

主な結果については次のとおりである。

(1) 災害によって自らが体に異状を感じた場合や同僚職員が受傷した時にストレスを感じやすいことがわかった。

(2) ストレスの軽減する方法としては、「運動J r趣味J r話し合い」などが有効であることがわかった。

It is known that some of the staff who work on the clisaster scene fell stress. In the 1ast year sisaster， the 

dispatched staff a1so fe1t the stress， and we examined it. 

The findings were as follows. 

(1) At this time they felt the stress when they were in bad health， and some of their collegnes got injured on the 

scene of disaster. 

(2) Taking exercise， having a hobby， and having a talk are effective ways to alleviate the stress. 

l はじめに

多数の死傷者が発生した災害、殉職者の発生した災害、

苦労を強いられた長時間の活動などの特異災害に出場し、

衝撃的な状況の中で活動した消防職員の中には、精神的

ストレスを感じる者が出てくることは知られている。

第四研究室では、災害活動が職員に与えた心理的影響

について調査し、大規模災害あるいは特異災害が発生し

た場合に、消防職員の精神衛生に関して適切な対応を施

すことのできるよう研究を続けており、平成 7年兵庫県

南部地震 (阪神淡路大震災)に広域消防応援として派遣

された職員と、 7年 3月20日に都内の地下鉄駅構内を中

心に発生した有毒ガス災害に出場した職員に対し、災害

から受ける心理ストレスに関するアンケート調査を実施

し、職員の災害に対する意識と、災害が職員に与えた心

理的影響について調査・分析した。
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2 調査方法等

(1) 平成 7年兵庫県南部地震に出場した職員に対するア

ンケート調査(以下「震災の調査」という)

ア調査対象者

阪神淡路大震災に対する広域消防応援派遣隊員と

して東京消防庁から派遣された職員のうち、第一次

~第十次広域消防応援派遣隊員として被災地に出場

した消防署所属の職員(205人)

イ 調査期間

平成 7年 2月17日から 3月 1日まで

ウ調査方法

当該職員にアンケート用紙を配布しての調査

(2) 有毒ガス災害に出場した職員に対するアンケー卜調

査(以下「有毒ガスの調査」という)

ア調査対象者

平成 7年 3月20日に発生した有毒ガスによる救助

救急事象に出場した消防小隊のうち、地下まで進入

した消防隊 (253人)

イ 調査期間

平成 7年 4月28日から 5月10日まで

ウ調査方法
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震災の調査と同じ

3 調査結果

(1) 災害現場の衝撃度

災害現場から受けた衝撃度についての主観的評価を

5段階に分け、その人数分布を示したものであり、ラ

ンク 1が「衝撃的でない」、ランク 5が「とても衝撃的

だ」を意味している。

麗災の調査ではランク 5が89%とー箇所に集中して

おり、隊員聞の個人差はあまり見られず、大部分の隊

員が強い衝撃を受けている。なお、第一次から第十次

派遣隊区分と衝撃度の感じ方についても、差は見られ

なかった。

有毒ガスの調査ではランク 5が56%、ランク 4が

28%と、かなりばらつきが見られる。(図1)

駅別では、当庁職員の受傷者が多く発生した駅に出

場した隊員に高いランクを示す傾向があった。
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図 l 災害の衝撃度

(2) 過去の経験との比較

今までの人生経験から、衝撃的な事故現場に直面し

た経験の有無とその時のス，トレス症状の自覚について

調査した結果を示したものである。

ア 過去に衝撃的な災害に遭遇した職員は、震災の調

査では83%、有毒ガスの調査では68%である。(図 2) 
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図 2 衝撃的な災害の遭遇経験
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イ 過去にも衝撃的な災害に遭遇した職員のうち、震

災の調査では26%、有毒ガスの調査では46%の職員

が、その時ストレス症状を自覚していた。震災の調

査でストレスを感じた職員が少ない理由は、調査対

象構成員の45%を特別救助隊員が占めているため、

図2に見られるように何度も衝撃的な災害に出場し

ている職員が多いためと思われる。(図 3) 
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図3 過去のストレス症状の自覚

ウ 過去に経験した衝撃的な災害と、今回の震災や有

毒ガス災害との比較では、震災の調査で「今回の災

害の方がショックが大きい」と回答した者が多い。

このことからも、震災が隊員に与えたストレツサー

がいかに大きかったかということがわかる。(図 4) 
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図4 過去の衝撃的な災害経験との比較

(3) 災害の記憶の再生(思い出し)の回数

災害活動以後、災害の状況を思い出す職員の割合は

震災の調査の方が多く、回数は 9回以上が最も多い。

また、震災の調査では初期の派遣隊員の方が若干頻

度が高いものの、ほとんど差は見られず、有毒ガスの

調査では駅別、小隊種類別、任務別等では、差は見ら

れなかった。(図 5) 
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図 5 災害の記憶の再生(思い出し) の回数

災害活動に関する夢を見た回数

災害活動以後、就寝中に災害活動に関する夢を見た

回数は、 (3)災害の記憶の再生の回数と同様な傾向と

なっており、 震災の調査の方が多し〉。

回数は、 1回から 5回以上までばらつきがあり、 E霊

災の調査では 5回以上が最も多い。(図 6) 
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図6 災害活動に関する夢を見た回数

精神的負担と感じているかどうか

災害活動後、この災害を精神的負担と感じているか

という 質問では、 震災の調査が22%であるのに対し、

有毒ガスの調査は25%で、 有毒ガスに出場した職員の

方が若干多く感じている O

負担の内容は、 震災の調査では「東京での発災に対

する不安J i死傷者の数・状態」などであり、有毒ガス

災害では、「有毒ガスがサリンだったこと J i後遺症に

対する不安Ji安全管理Ji同種災害再発の場合の対応」

「部下同僚の受傷」などである o (図7)
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図 7 精神的負担と感じているかどうか

有毒ガスの調査で、職務別に精神的負担度を見ると、

大隊長・中隊長等の指揮者に、 精神的負担を感じてい

る職員が多いことがわかる o (図 8) 
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図 8 指揮者は精神的負担と感じているかどうか

(有毒ガス災害のみ)

ストレス症状の自覚

活動後ストレスを感じた職員は、有毒ガス災害が

17%、震災は27%であり、 震災の方が高い。

震災の調査を派遣隊区分別に見ると、必ずしも初期

の派遣隊員の方がストレスを感じる傾向にあるわけで

はなく、あまり差は見られなかった。

ストレス症状の内容は、「不安感J i落着かないJi集

中しにくいJ i脱力感・疲労感J i不眠」などである。

(図 9) 
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図 9 ストレス症状の自覚

有毒ガスの調査対象者を、身体に何らかの中毒症状

が出た職員と異状を感じなかった職員に分け、ストレ

ス症状の有無について比較したところ、 中毒症状が出

た職員は他の職員に比べ5倍も多くス トレスを感じて

いたことがわかった。(図10)
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図10 ストレス症状の自覚(有毒ガスのみ)

(7) ストレスを意識的に解消しているか

ストレスを感じていると回答した有毒ガス災害 ・22

災の調査対象者のうち、 8割の職員は意識的にストレ

スを解消していた。(図11)
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図11 ストレスを意識的に解消しているか

(ストレス症状を自覚している職員のみ)

(8) ストレスの解消方法

スト レスの解消方法は運動 ・趣味・職員同士や家族

友人との会話などであり、従前から言われていたスト

レス解消方法がそのまま災害から受けるストレス解消

方法としても有効であるこ とがわかった。(表 1) 

表 l ストレスの解消方法(複数回答)

よp寸ぎ11
震災 の調査 有毒ガスの調査

(%) (%) 

-運動 52. 2 63.6 

-鰹味 32.6 39.4 

-職員同士の話し合い 39. 1 33.3 

-家族との会話 52. 2 30.3 

-友人との会話 15.2 

-飲酒 17.4 24.2 

-その他 30.4 12.2 

4 まとめ

本調査結果及び海外消防情報等から明らかになった、

衝撃的な災害現場で活動する職員のストレス軽減策につ

いて提言する。

(1) 災害活動時の事故防止あるいは安全管理の徹底

災害活動する職員は、阪神淡路大震災被災地のよう

な災害そのものの惨状によってもストレスを感じるが、

有毒ガスの調査から、災害によって自らが受傷した場

合や同僚職員が受傷した災害現場でストレスを自覚し

やすいことがわかった。

このことから、災害活動時の事故防止あるいは安全

管理を徹底して、 事故を未然に防ぐことが、ストレス

防止対策としても有効で、あ るといえる。

(2) 不安要素の排除

有毒ガス災害は様々な不安が輯接した災害であった。

自由記述欄には、「無色・無臭で何ら危険性が感じ取れ

ない状況でありながら、時間とともに傷者が増えてい

く不安J r不明な状況のなかで活動する不安J r後遺症

に対する不安」等が述べられている。

活動早期から終期まで時間経過とともに発生する不

安に対し、適時適切な情報提供をすることで不明な部

分を排除することが重要である。

(3) 災害に起因したストレスについて認識の共有

衝撃的な事故に出場し、ショックを受けた職員は、

「災害の記憶の何回もの再現Jr災害時の夢Jr不安感」
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「落ち着かなくなる」などのストレス症状を示すこと

がある。災害に起因したストレス対策の基本として、

こうした症状は衝撃的な状況下で普通の人聞が起こす

普通の反応であるとの認識を、職員一人ひとりが共通

して持つことが必要である。

(4) ストレス解消方策としての「運動J r趣味J r話し合

い」の有効性

本調査から、ストレスを意識的に解消した79人のう

ち、 45人は「運動」て¥28人が「趣味」で、 68人が 「職

員同士・友人あるいは家族との会話」でストレスを解

消していることが明らかになった(複数回答)。

普段のストレス解消策がそのまま衝撃的な災害に起

因するストレスの解消にも役立つことが裏付げられた

わりである。このため「運動J r趣味J r話し合い」の

有効性について職員に周知を図る必要がある。

(5) 災害及び活動について語り合うことの意義の再認識

仕事の手を休めて従事した災害について職員同士が

語り合うことは、災害の実態把握や消防活動の知恵の

伝承に役立つだりでなく、話し手の心の奥に溜まって

いたものを吐き出させることにも役立つ。

つまり、帰署後あるいは後日、くつろいだ雰囲気の

中で災害や災害活動について話し合うことは、カウン

セリング機能をも併せ持っていることを再認識する必

要がある。

(6) 衝撃的な災害に起因したストレス軽減対策事例の情

報収集

衝撃的な災害の先生については今後も懸念されるこ

とから、災害に起因したストレスカウンセリング、デ

プリーフィング(自己の体験、経験などを自由に話し

合うための心理学的手法を用いたミーティング)等の

ストレス軽減策等の情報収集を進める必要がある。
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